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01.実施概要



実施概要

業務目的 ： 新型コロナウイルス感染症の収束を見据え、大阪府内在住・在勤者向けに、期間限定の千葉県アンテナショップを
設置し、まだ知られていない「千葉ならではの商品」を展開するとともに、千葉県の魅力をＰＲし、大阪府内での県
産品の販売促進、さらなる物産振興を図る。

出店場所 ： 阪急梅田２階中央催事店(面積７２㎡)
大阪府大阪市北区芝田一丁目 阪急大阪梅田駅 ２階改札内

特 性 ： 店舗開業した大阪梅田駅は大阪の二大繁華街の一角である「キタ」の中心地である梅田に位置しており、駅周辺は
大阪屈指の繁華街・オフィス街である。阪急電鉄(阪急電車) の基幹路線である京都本線・宝塚本線・神戸本線の
列車の始発・終着駅であり、 同社最大のターミナル駅でもある。
コロナ禍前の2019年以前は1日約50万人(2021年度は約35万人)の乗降者数で、西日本の大手私鉄では最も
利用者数が多い。また地下鉄等の相互乗り入れが行われていないため、 この50万人がそのまま改札を出入りする
実数となる。
10面9線のホーム・線路数は頭端式ホームの鉄道駅としてはJRの駅も含めて日本最大の規模を誇る。
なお、1日あたりの駅乗降客数(人／日)は日本全国では第12位(2017年時点)となり、 阪急電鉄での駅乗降客数
(人／日)では、阪急梅田駅が第１位(2021年時点)となっている。 また、関西最大の鉄道交通の拠点である梅田

地区の 鉄道駅の1つであり、JR西日本のターミナル 駅である大阪駅とも隣接し、世界初の駅ビル型百貨店(ターミナル
デパート)とされる阪急百貨店 うめだ本店(大阪梅田ツインタワーズ・ノース)と直結しており、駅周辺には阪急の各種
重要施設が集積している。

開催期間 ： 令和５年３月１０日(金)～ 令和５年３月２１日(火)
営業時間 ： １１時～２２時

※３月１０日(金)13時～22時
２１日(火)11時～20時
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02.実施報告サマリー



実施報告サマリー

□期間(12日間)総売上 12,834,484円
□1日あたり平均売上 1,069,540円/日

□期間総レジ客数 8,044名(1日あたり 670名)

□レジ客あたり総売上単価 1,596円/人

□店舗面積㎡純売上 13,732円/㎡

□部門別売上比 菓子類 35.7％・農産加工品 31.1％ となり、
全体の2/3を占める

□来店購入者居住地 大阪府 58.1% / 兵庫県 32.5% / 京都府6.5% とな
り、ほぼ関西主要圏からの来店

□来店購入者像 男女比 1:2
年齢層 30・40・50代がメイン(全体比3/4)

□店舗認知経路 阪急梅田駅構内広告/店舗看板が約2/3、
次いで、WEB/SNS広告、知人からの紹介の順となった。

□次回来店意向 約90％の方が、再来店の意向有り
＊購入者アンケートより
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03.実施報告



日販売上 実施報告

□1日あたり平均総売上 1,069,540円/日と大きな売り上げを達成。
□一方で日曜、祝日は、減少傾向。 (日曜祝日平均937,000円)
□最終日が祝日であったことは売上を大きく減らした要因と考えられる。

混雑ピークが17時～21時であったが、最終日は20時での終了となった。
□人身事故など出店場所ならではの要因による売り上げ減少があった。
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曜日別売上

□曜日別売上(日販平均)としては、金曜日平均が最も高く、土曜日・月曜日が平均売上以上の結果に。
一方、 週のナカ日で減少傾向が見え、水曜日平均が最も低い結果になった。

□曜日別の客数では、金・土曜日は平均より10％以上多くの集客があった。
＊火曜については最終日が祝日かつ、時短営業となり数値上では低く見える。

□曜日別客単価は、曜日ごとに大きくばらつくことは無く、期間を通じても安定的な購買状況であった。
□曜日別客単価は、月曜日と金曜日が高めの、水曜日と木曜日が低めの傾向があった。
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実施報告



日別購買客数 実施報告

□1日あたり「レジ客数」の平均が670名。
開店当初(①)は、平均比120％の購買客を獲得も終盤4日間(②)では平均を下回る結果となった。
これは、店舗の利用状況に加え、休日・春休み期といったカレンダーの巡りあわせに大きく影響を受けた。
※3月18日(土)、京都線にて人身事故発生。

3月10日(金)13:00～22:00、21日(火)11:00～20:00 の時短営業。
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時間帯別売上

□時間帯別売上のピークは、17～21時台。
全体としては、16時台から売り上げが大きく伸び100,000円台となり、そのまま、閉店の22時まで維持。

□初日の時短はピーク時と重ならないため影響は少ないが、最終日はピーク中に閉店となり、売上に影響が出た。
□土日・祝日は、夕方がピークとなり19時台以降は減少傾向がみられた。

実施報告
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部門別売上 実施報告

飲料 菓子 農産加工 水産加工 調味料 その他食品 酒類 雑貨

344,580 4,579,204 3,988,876 624,588 725,589 1,236,181 1,068,991 266,475

2.7% 35.7% 31.1% 4.9% 5.7% 9.6% 8.3% 2.1%

□「菓子類」「農産加工品」の２ジャンルで売上全体の2/3を占める構成比となった。
□千葉県=「落花生」のイメージは浸透しており関連商品の購買意欲の高さが伺えた。
□千葉といえば、銚子、九十九里に代表されるように「海」のイメージも強いが、海産物の取り扱いが少なく、要望の多い

カテゴリであった。
□その他に分類される「焼き芋」は焼きたてのにおいに誘われ多くの方が購入。同分類の「カレー」もバターチキンを 中心に

「食べ比べ」のため複数購入するケースが多く、シェアを伸ばした。
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商品別ランキング 実施報告

□千葉県の名産である落花生関連商品が上位に位置した他、スイーツも人気が高い。
□また、つけ麺・カレーなど名店の商品も売上を伸ばした。
□焼き芋は店内で焼成し焼きたてを提供したことで大変好評であった。
□「まずい棒」「ぬれ煎」などネーミングが面白い商品も積極的に手に取ってもらえた。
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04.来店者・購入データ



来店者・購入データ

□アンケート結果に基づく属性結果では女性比率が2倍近くなっているが、現地での体感は、女性6：男性4程度である。
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来店者・購入データ

〔購入者〕

□来店者・購入者共に30代～50代がメインとなり、全体の7割を超える。また、若年層が少ない傾向にある。
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来店者・購入データ

□「来店者」「購入者」とも大きく構成比は類似しており、「大阪府」「兵庫県」「京都府」の阪急沿線 エリア居住者で97%を
占めている。

□来店者のほとんどが府内を中心とした近隣であることから通勤通学での利用者であることが分かる。
そのため往路では購入が見込めず帰宅時(復路)での来店が主となる。

□通勤通学で駅を利用している場合、それぞれ最適な動線ができるため、店舗の動線外に広告を出稿するなど 梅田駅を
普段使いしている人に気づいてもらうPRを実施することで売上向上が期待できる。
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来店者・購入データ

□ 『梅田駅構内広告』『店舗看板』をきっかけに、「来店/購入」されることが多く全体の2/3以上を占める。
□ 施設媒体以外の広告では、SNS広告、Web広告が高くなっている。
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